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神戸市看護大学紀要誌投稿規程チェックリスト
氏名　　　　　　　　　　　　
論文投稿者は、以下の項目についてチェック（レ点）して、論文とともに提出してください。
　　　　
　　著書の中に、神戸市看護大学の専任教員が一人含まれている。（紀要編集委員会が依頼した原稿についてはこの限りではない。）
人が対象である研究は，倫理的に配慮され，その旨が本文中に明記されている。
原稿枚数は，原則として図表等を含めA4 版紙25 字×30 行（750 字）20 枚以内（要旨は含めない）。
図表は、大きさに合わせて1枚をA4　1/2～1/3にカウントする。
和文原稿は原則としてA4 版の横書きで25 字×30 行（750 字）である。英文原稿はA4 版でダブルスペースとする
和文原稿の場合

□総説および原著には和文要旨（800 字以内）および英文要旨（400 語以内）をつける。

　□研究報告には、和文要旨（800字以内）をつける。（資料には、要旨は不要である。）
　　英文原稿の場合

□総説，原著，および研究報告には英文要旨（400 語以内）をつける。（資料には，要旨は不要である。）

□英文は、投稿者の責任において専門家の校閲を受けたものが望ましい。

校閲者(会社)名（　　　　　　　　　　　　　　）
　　原稿の表紙は上半分に表題，著者名（著者，所属機関が複数の場合は、各著者名の右肩に算用数字を付し、対応する所属機関名の前に当該の算用数字を記す），所属機関名，5 語以内のキーワード（和文原稿の場合は，これらの各項目に英文を付記すること）が記載されている。
　　但し、研究報告（和文原稿）及び，資料（和文原稿）における所属機関名・キーワードについては、英文を付記する必要はない。
　ランニングタイトルが、英文原稿では英文45 文字以内，和文原稿では和文30 文字以内で書いてある。(タイトルと同文であっても必ず記載してください。)
表紙下半分に原稿の種類，原稿・図・表各々の枚数，連絡責任者氏名，宛先，電話番号が記されている。
図表は本文とは別に一表一図ごとにA4 版紙を用いて作成し，本文中に挿入する箇所を欄外に赤字で記入してある。原図は，そのまま製版が可能なものとしてある（ただし，デジタル化したものを用いる場合は，掲載決定後に別途指示する）。
稿末の文献一覧は筆頭著者名のアルファベット順に配列してある。
文献の著者名が4 名以上の場合は3 名のみ記入し，以下は“他”，“et al．”としてある。
同一著者による文献が並ぶ場合は年代順とし，同一著者による同年発表の文献が並ぶ場合は，1980a,1980b･･･としてある。
引用文献の本文中の表記は（筆頭著者名，年号）とし、文献リストの表記形式は「神戸市看護大学紀要投稿規程」に従っている。
＜雑誌掲載論文＞　著者名（発行年）：表題−副題，雑誌名，巻（号）：頁−頁．
＜書籍＞著者名（発行年）：書名（版数），発行所，発行地（外国の場合のみ），頁−頁．
＜編集図書の一部を利用した場合＞　章の著者名（発行年）：章のタイトル，書名，（編著者名），
発行所，発行地（外国の場合のみ），頁−頁．
＜翻訳書＞原著者名（原書発行年），訳者名（訳書発行年）：訳書名（版数），発行所，頁−頁．
文献雑誌名を省略する場合は和文は医学中央雑誌，欧文はIndex Medicus の採用する略語を用いている。いずれも該当しないものは正式雑誌名を記載している。
　  提出4部のうち、コピー原稿の3部は、表紙の著者名、英文の著者名、連絡先が除外してある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
